
（様式４） 

重要取組シート 

取組項目 堺環境戦略の策定 

現状・課題 

○ 本市では、平成 30年 12月に第 3次堺市環境基本計画を策定 

○ 一方で、計画策定以降、IPCC 特別報告書（2050 年までの CO2 実質排出量

ゼロ）、G20 大阪サミット首脳宣言（大阪ブルー・オーシャン・ビジョン）、脱

炭素に向けた環境大臣メッセージ、堺市議会における気候非常事態宣言に関する

決議など、環境問題を取り巻く国際的潮流や国の動向等は、時代の転換点ともい

える大きな動きを見せている。 

○ また、新型コロナウイルス感染症の影響により、短期・中期的には、経済回復

優先による環境負荷の増大等が懸念されるが、一方で、長期的には、リモートワ

ークの導入拡大等を契機とする ICT技術開発の加速化など、環境に好影響を与え

る社会的変化も期待される。 

取組みの 

内  容 

○ 2050年を目途とした本市の環境の長期的な将来像や、その実現に向けたロー

ドマップをバックキャスティングで示すとともに、市民とのビジョン共有を図る

ことを目的に、令和 2年度中に堺環境戦略を策定する。 

○ 策定にあたっては、環境問題を取り巻く国際的潮流や国の動向等を踏まえると

ともに、新型コロナウイルス感染症に伴う社会変化等を見据えて検討する。 

○ 具体的な内容については、環境局内の課長補佐級職員による環境戦略プロジェ

クトチームにおいて検討を行う。 
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前期 

（～7月） 

□ 堺市環境審議会への報告（4月） 

□ 有識者ヒアリング（7月） 

□ 環境系企業（ベンチャー等）ヒアリング（7月） 

中期 

（～11月） 

□ 堺市環境審議会への報告（8月） 

□ 庁議（10月） 

□ 堺市環境審議会への報告（11月） 

後期 

（～3月） 

□ パブリックコメント（12～1月） 

□ 堺環境戦略の策定（3月） 

次年度 

以降 

□ 堺環境戦略を踏まえた環境施策の推進 

□ 堺環境戦略を踏まえた個別計画の改定（順次） 
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